
   

▲
五
月
二
十
九
日
に
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗

八
百
年
慶
讃
法
要
三
条
教
区
お
待
ち
受
け
大
会
が
開
催
さ
れ
、二
〇
二

三
年
の
本
山
に
お
け
る
本
法
要
に
向
け
て
の
準
備
も
始
ま
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
回
は
慶
讃
法
要
実
行
委
員
で
あ
り
、
報
恩
講
実
行
委
員

で
も
あ
る
大
溪
文
祥
さ
ん
に
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
二
二
年
五
月
二
九
日
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
三
条
教
区

お
待
ち
受
け
大
会
が
三
条
別
院
に
て
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
お
待
ち
受
け
大
会
で
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
日
は
帰
敬
式
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
待
ち
受
け
大
会
で
は
三
十
九

名
の
ご
門
徒
が
受
式
さ
れ
ま
し
た
が
、
受
式
前
の
緊
張

し
た
表
情
と
受
式
後
の
写
真
撮
影
で
の
笑
顔
が
と
て
も

印
象
に
残
る
帰
敬
式
と
な
り
ま
し
た
。 

 

お
待
ち
受
け
大
会
で
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
毎
年
執
り
行
わ
れ
て
い
る
三

条
別
院
お
取
り
越
し
報
恩
講
で
は
、
教
化
部
会
の
一
員

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

お
取
り
越
し
報
恩
講
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
教
化

部
会
は
法
話
講
師
の
選
定
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
、
シ
ア
タ
ー
サ
ン
ジ
ョ
ー
ゴ
ボ
ー
の
演
目
決
め
な

ど
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
が
、
お
取
り
越
し
報
恩
講
の
当

日
に
私
が
担
当
す
る
の
は
本
堂
内
で
の
司
会
進
行
で
す
。

参
拝
者
に
そ
の
日
の
日
程
を
お
知
ら
せ
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
参
拝
者
か
ら
法
要
に
つ
い
て
質
問
を
受
け

る
な
ど
多
く
の
ご
門
徒
さ
ん
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

二
〇
二
〇
年
の
お
取
り
越
し
報
恩
講
は
日
本
中
が
あ

ら
ゆ
る
行
事
を
中
止
す
る
な
か
、
殆
ど
内
勤
め
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
参
拝
者
が
限
ら
れ
た
な
か
で
勤
ま
っ
た
こ

と
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
毎
年
賑
わ
う
お
土
産

売
り
場
も
な
く
、
お
斎
も
お
弁
当
で
人
と
の
間
隔
を
開

け
て
黙
食
で
済
ま
せ
る
な
ど
、
多
く
の
参
拝
者
を
お
迎

え
し
て
勤
ま
る
の
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
思
っ
て
い
た

私
に
は
と
て
も
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、
一

部
制
限
が
あ
っ
た
も
の
の
団
体
参
拝
や
お
土
産
売
り
場

な
ど
が
再
開
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
活
気
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
家

に
い
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
画
面
を
通
じ
て
会
議
に

参
加
で
き
た
り
、
今
回
の
お
待
ち
受
け
大
会
や
昨
年
の

お
取
り
越
し
報
恩
講
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
直
接
足
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
さ

れ
る
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
直
接
足
を
運
ぶ
こ
と
で
私
自
身
が
と
て

も
大
切
な
時
間
を
戴
い
て
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気

付
か
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

 

お
取
り
越
し
報
恩
講
は
一
年
間
の
う
ち
の
た
っ
た
四

日
間
で
し
か
な
い
で
す
が
、
そ
の
期
間
中
に
教
化
部
会

の
仲
間
だ
け
で
な
く
、
先
輩
や
後
輩
、
参
拝
さ
れ
て
い

る
ご
門
徒
さ
ん
と
話
を
す
る
時
間
を
戴
い
て
い
た
こ
と

に
感
謝
し
つ
つ
、
今
年
も
お
取
り
越
し
報
恩
講
の
準
備

に
取
り
掛
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

大
溪 

文
祥 

氏
（
第
二
十
四
組
榮
行
寺
住
職
） 

                

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 
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【慶讃お待ち受け大会で帰敬式を執行する大谷裕新門】 



▲
本
年
度
の
お
取
り
越
し
報
恩
講
に
つ
い
て 

な
お
、
本
年
二
〇
二
二
年
十
一
月
五
日
（
土
）
か
ら
八
日

（
火
）
の
お
取
り
越
し
報
恩
講
の
講
師
及
び
基
本
日
程
が

決
定
し
て
お
り
ま
す
。
十
一
月
五
日
の
お
待
ち
受
け
音
楽

法
要
・
初
逮
夜
か
ら
八
日
結
願
日
中
ま
で
全
十
座
の
法
要

は
例
年
と
ほ
ぼ
同
日
程
と
な
っ
て
お
り
、
六
日
か
ら
八
日

ま
で
は
本
山
鍵
役
が
御
参
修
予
定
で
す
。 

法
話
講
師
は
五
日
、
六
日
は
青
木 

玲 

氏
（
九
州
大
谷
短

期
大
学
准
教
授
）、
七
日
、
八
日
は
広
陵 

兼
純 

氏
（
能
登

教
区
満
覚
寺
、
節
談
説
教
）
で
す
。
昨
年
よ
り
団
体
参
拝

の
受
入
れ
も
再
開
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
各
組
で
ご
計
画

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、
本
年
は
第
十
七
組
、

第
十
八
組
、
第
二
十
組
、
第
二
十
二
組
を
職
員
巡
回
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

           

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

  
 

石
塚 

亜
里 

氏
（
第
十
五
組 

長
泉
寺
坊
守
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

 

▲
次
回
は
教
区
坊
守
会
副
会
長
で
慶
讃
法
要
実
行
委
員
の
石
塚
氏
よ

り
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
今
月
の
お
逮
夜
法
要
は
、
教
区
会
開
催
の
都
合

上
、
三
十
分
早
い
午
後
一
時
よ
り
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。 

◆
日 

時 

七
月
二
十
八
日
（
木
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

田
村 
大
輔 

氏
（
第
二
十
組
専
念
寺
） 

御
文
五
帖
目 

八
通
「
五
劫
思
惟
」 

 

▲
本
年
も
身
近
な
御
聖
教
で
あ
る
『
御
文
』
五
帖
目
に

つ
い
て
継
続
し
て
、
聞
い
て
い
き
ま
す
。 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

八

月 

佐
々
木
祐
玄
氏
（
第
十
五
組
光
善
寺
） 

九

月 

佐
々
木
憲
雄
氏
（
第
十
五
組
光
善
寺
） 

十

月 

八
田
裕
治
氏
、
八
田
摩
矢
子
氏 

（
第
十
七
組
淨
福
寺
） 

十
一
月 

倉
井
光
弥
氏
（
第
十
一
組
養
泉
寺
） 

十
二
月 

北
島
栄
誠
氏
（
第
十
一
組
長
福
寺
） 

  

 

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
の
定
例
法
話
会

を
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
開
催
し
て
参
り
ま
し

た
が
五
月
で
い
っ
た
ん
終
了
し
、
次
年
度
に
改
め
て
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
七
月
は
六
月
に
引
続
き
平
常
の
日
程
と

な
り
ま
す
。 

◆
今
月
の
講
師 

井
上 

円 

氏 

（
高
田
教
区 

淨
泉
寺
住
職
、 

聞
思
学
場
室
長
） 

◆
日 

時 

七
月
十
三
日
（
水
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
） 

   

五
月
二
十
九
日
（
日
）
慶
讃
お
待
ち
受
け
大
会
の
記

念
植
樹
式
に
て
、
新
門
様
と
と
も
に
土
入
れ
、
奉
水
を

行
い
ま
し
た
。
新
門
様
が
将
来
ま
た
三
条
別
院
に
来
院

さ
れ
た
際
に
、
成
長
し
た
二
本
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
見

て
、
当
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

六
月
十
三
日
（
月
）
に
除
草

作
業
・
剪
定
作
業
・
消
毒
殺

虫
剤
散
布
を
行
い
ま
し
た
。 

 

来
月
は
、
庭
作
業
と
庭
講
研

修
（
庭
園
巡
り
）
を
行
う
予

定
で
す
。 

定

例

法

話

会 

 

有

志

の

会

庭

講

活

動

報

告 

 

【青木玲氏】 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

 



                               

 

 

 

二
〇
一
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
三
条
別
院
書
道
教
室

「
東
友
会
」
で
す
が
、
有
段
者
も
生
ま
れ
は
じ
め
、
条

幅
（
大
型
の
半
紙
）
で
の
作
品
を
書
く
機
会
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
先
生
か
ら
の
提
案
で
、「
初
歩
の
条

幅
教
室
」
を
開
催
し
、
文
字
を
ど
の
よ
う
に
大
き
な
紙

に
収
め
る
か
、
字
数
の
配
分
や
名
前
の
書
き
方
等
、
基

本
を
学
び
ま
し
た
。
生
徒
の
他
、
一
般
の
参
加
者
も
あ

り
、
午
前
の
部
（
写
真
下
）、
午
後
の
部
併
せ
て
十
三
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
平
時
の
稽
古
は
毎
月
二
回
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
生
徒
を
募
集
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

                 

  

会
場
募
集
①
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ(

寄
付
食
品
の
収
集) 

ご
門
徒
さ
ま
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
近
所
の
食
品
企
業
等
に
、
チ

ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
広
報
し
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
実
施
に
合

わ
せ
た
食
品
提
供
の
ご
協
力
を
周
知
。
協
力
者
に
は
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
当
日
の
午
前
中
や
開
催
時
間
帯
に
会
場
に
持
ち
込
み
を
依
頼
。 

寺
院
さ
ま
に
は
、
当
会
か
ら
の
ぼ
り
旗
や
竿
・
注
水
台
セ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
、
回
収
コ
ン
テ
ナ
等
を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。
集

ま
っ
た
食
品
は
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
当
日
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
余
っ
た
食
品
は
当
会
に
て
持
ち
帰
り
ま
す
。 

会
場
募
集
②
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー(

食
品
お
渡
し
会) 

寺
院
さ
ま
の
境
内
や
駐
車
場
を
月
に
一
回
四
時
間
程
度(

正
午
十
二
時

～
午
後
四
時)

お
借
り
し
、
約
六
十
世
帯
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も

と
家
族
が
来
場
し
て
食
品
を
受
け
取
り
ま
す
。
当
日
の
周
知
や
予
約

は
当
会
で
管
理
し
ま
す
。
全
体
の
統
括
を
当
会
が
行
い
、
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
登
録
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
と
家

族
が
担
い
ま
す
。
寺
院
さ
ま
に
は
、
天
候
に
よ
り
お
部
屋
を
お
借
り

し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
や
来
場
者
に
ト
イ
レ
を
お
貸
し
願
い
ま
す
。 

◎
連
絡
先 

新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連
絡
協
議
会 

事
務
局 

担

当
：
小
林
淳
（
０
９
０-

８
７
４
３-

７
８
３
８
） 

〒
９
５
５-

０
８
６
１ 

新
潟
県
三
条
市
北
新
保
１-

２
０-

１
８ 

／ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
６-

３
４-

８
９
６
０ 

Ｅ-

メ
ー
ル 

 info@niigata-fblc.org 

―

六
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒―

 

第
二
十
三
組
慶
誓
寺 

佐
渡
組
門
徒 

そ
の
他
匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
七
月
二

十
五
日
（
月
）
で
す
。 

 

条

幅

教

室

が

開

催

さ

れ

ま

し

た 

 

そ

の

他

の

講

座

案

内 

 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続

中 

 

【大谷裕新門の土入れに引き続き庭講員による奉水が行われた】 



【
奉
仕
研
修
冥
加
金
】 

一
人
あ
た
り
半
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
五
百
円
、
一
日
千
円 

一
泊
二
日
は
上
記
の
冥
加
金
に
順
じ
て
半
日
五
百
円
で
計
算
す
る
。 

【
そ
の
他
実
費
で
い
た
だ
く
も
の
】 

①
講
師
謝
礼
。
な
お
、
列
座
に
よ
る
お
内
仏
の
お
給
仕
・
法
話
は
研

修
冥
加
金
に
含
ま
れ
る
。
②
シ
ー
ツ
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円 

③
食
事
代 

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 

○
別
院
声
明
教
室 

〔
月
一
回
〕 

次
回
は
八
月
か
ら
再
開
い
た
し
ま
す
。 

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

  

○
有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

 

六
月
二
十
日
、
三
条
教
区
第
十
組
の
真
宗
講
座
の
第

三
回
の
研
修
会
で
三
条
別
院
に
て
研
修
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
従
来
は
一
泊
二
日
の
日
程
で
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
は
一
日
研
修
で
諸
殿
拝
観
（
歴
史

の
説
明
と
本
堂
・
旧
御
堂
・
書
院
の
案
内
）、
お
内
仏
の

お
給
仕
を
列
座
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
団
体
参
拝
や
奉
仕
研
修
が
激

減
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
も
初
め
て
参
詣
さ
れ
る
方
が

多
数
い
ら
っ
し
ゃ
り
、「
別
院
」
と
い
う
名
前
は
聞
い
て

い
た
が
、
は
じ
め
て
分
か
っ
た
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
半
日
の
奉
仕
研
修
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
奉
仕
団
を
組
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。 

 

                               

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

 

五
月
二
十
九
日
の
教
区
慶
讃
お
待
ち
受
け
大
会
に
続

き
、
六
月
の
四
日
と
五
日
に
は
御
坊
市
。
十
八
日
に
は
三

条
教
区
第
十
組
の
真
宗
講
座
と
、
六
月
は
以
前
の
状
況
に

戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
月

で
あ
っ
た
。
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
油
断
こ
そ
で
き
な

い
が
、
感
染
症
対
策
を
と
る
こ
と
で
各
地
で
人
を
集
め
た

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
で
き
る
機
会
が
増
え
、
夜
の

本
寺
小
路
に
も
少
し
づ
つ
人
出
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。 

こ
の
二
年
半
、
法
要
・
法
話
会
の
開
催
と
非
常
に
苦
労

し
悩
み
つ
つ
、
そ
ん
な
中
で
出
来
る
事
を
し
よ
う
と
フ
ー

ド
バ
ン
ク
事
業
へ
の
協
力
等
に
取
り
組
み
続
け
て
き
た
。

そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
あ
る
か
ら
、「
利
他
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。 

伊
藤
亜
紗
氏
が
共
著
『「
利
他
」
と
は
何
か
』
の
な
か

で
、「
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
い
う
言
葉
を
取
り
上
げ
、

災
害
の
混
乱
の
な
か
人
々
が
利
己
的
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
見
知
ら
ぬ
人
の
た
め
に
行
動
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア

的
な
状
況
を
語
ら
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま

っ
た
二
〇
二
〇
年
二
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
東
京
工
業

大
学
「
未
来
の
人
類
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で
の
「
利
他
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。
六
月
二
十
五
日
に
は
三
条
別
院
公
開
講
座

に
て
利
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
で
政
治
学
者
の

中
島
岳
志
氏
に
こ
の
二
年
半
の
成
果
を
親
鸞
聖
人
の
「
他

力
」
を
通
し
て
講
演
い
た
だ
く
。
自
分
が
し
て
き
た
こ
と

の
二
年
半
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
問
う
て

い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
松
浦
） 

 
【お内仏のお給仕の時間。仏具の説明と具体的な荘厳の方法。】 

随

時

募

集

中 

 


